
郁
子
（
岡
） 

〇
秋
空
や
二
人
三
脚
声
援
す 

茗
荷

み
ょ
う
が

の
子
彩
り
添
え
る
田
舎
寿
司 

 

山
林
に
響
き
奏
で
る
法
師
蟬 

  
紀 
美 

〇
リ
ビ
ン
グ
に
母
の
絵
二
枚
秋
う
ら
ら 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
く
つ
く
ぼ
う
し
母
の
声 

秋
暑
し
ス
ー
パ
ー
二
軒
は
し
ご
す
る 

  

迪 

子 

 

夕
暮
れ
て
沈
む
景
色
に
ひ
ぐ
ら
し
が 

 

燃
え
た
ぎ
る
カ
ン
ナ
に
負
け
じ
老 お

い

の
生 せ

い 

 

秋
日
和
不
器
用
に
生
き
あ
り
の
ま
ま 

  

文 

子 

〇
つ
く
つ
く
し
一
瞬
静
寂
残
し
け
り 

〇
花
も
よ
し
蕾
又
よ
し
野
の
桔
梗 

 

芋
虫
を
虫
籠
で
飼
う
男
い
て 

  

農 

子 

 

法
師
蝉
一
声
高
く
後
静
か 

 

新
涼
や
漕
ぐ
自
転
車
に
朝
の
風 

取
り
込
ん
だ
服
折
り
畳
む
夜
の
秋 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
民
句
会
報 

 

令
和
六
年
九
月
二
十
五
日 

 

（
高
知
市
民
図
書
館
） 

○
印 

味
元
昭
次
選 

順
不
同 

    

初 

江 

〇
陣
跡
に
一
つ
の
石
碑
昼
の
虫 

再
開
発
進
む
神
宛
秋
の
蝉 

鬼
や
ん
ま
兄
弟
二
人
猛
ダ
ッ
シ
ュ 

  

瑞 

枝 

〇
ガ
ザ
の
命
ガ
ザ
の
命
と
つ
く
つ
く
し 

〇
底
紅
や
少
女
に
は
か
に
大
人
び
て 

〇
秋
蝉
や
施
設
入
所
の
父
の
背 せ

な 

  

郁
子
（
土
） 

〇
夕
茜
声
残
り
ゐ
る
つ
く
つ
く
し 

〇
秋
空
へ
届
け
風
船
一
二

い
ち
に
の

三 

 

つ
や
つ
や
と
畑
に
健
在
秋
茄
子 

  

酔 

花 

〇
鬼
灯
の
明
る
さ
程
の
明
日
で
よ
い 

 

二
番
目
は
姉
の
去
年
の
秋
の
服 

 

秋
の
風
空
缶
ひ
と
つ
道
の
脇 

  

え 

り 

 

流
れ
来
し
筏
の
草
や
夏
の
果
て 

 

輪
に
な
つ
て
ラ
ジ
オ
体
操
虹
仰
ぐ 

 

夕
立
は
ダ
ム
湖
に
辿
り
一
夜
か
な 

 

志
津
子 

〇
法
師
蟬
亡
母
に
謝

あ
や
ま

る
事
ば
か
り 

 

露
草
や
踏
み
し
だ
か
れ
て
尚
青
く 

 

赤
ト
ン
ボ
風
に
逆
ら
い
川
の
上 

  

富 

子 

 

彼
岸
花
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
一
歩

い

っ

ぽ

秋 

 

秋
蝉
を
心
で
鳴
か
せ
角
曲
る 

 

独
り
居
の
心
が
ま
え
や
一
、
二
、
三 

  

千 

代 

〇
優
先
席
こ
そ
つ
と
座
り
十
三
夜 

〇
少
年
に
白
衣
大
き
く
秋
遍
路 

 

ア
ル
バ
ム
は
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
秋
の
蝉 

    

         

★
次
回
市
民
句
会 

 

【
開
催
日
時
】 

令
和
六
年
十
月
二
十
三
日
（
水
） 

午
後
一
時
十
五
分
～
午
後
四
時
（
予
定
） 

【
場
所
】 

オ
ー
テ
ピ
ア
４
階 

研
修
室 

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す 

  

秋
蟬
を
聴
く
椅
子
一
つ
注
文
す 

 

青
空
に
鵙
鳴
く
九
月
十
一
日 

 

二
度
鳴
い
て
秋
の
鴉
と
な
り
に
け
り 

 

味
元 
昭
次 

作
品 


